
※記載例を参照の上、ご記入ください。

企業・団体名 （ ）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

1
【差別の禁止】
・性別、年齢、障がい、国籍、出身などによる差別を防ぐ教育体制や相談体制を
整備し、差別がないことを確認している

基本
（必須）

【予定】
うえだ環境市民会議、丸子地域消費生活展の講演会
の講師で市民の皆様に”SDGｓ５”ジェンダー平等を実
現しよう”を訴えます。

5.1
5.2
5.5

8.5
8.7
8.8

10.2
10.3

16.1
16.2
16.7

2
【ハラスメント禁止】
・セクハラ、マタハラ、パワハラ等のハラスメントを防ぐ、ルール・教育・相談
体制を整備している

基本
（必須）

東御市の城ノ前区の区長、公民館長、城友会（地域
共生会）の会長としての活動を通じて区民に人間共和
の組織創りを実践し、文章化します。

5.1
5.2
5.5

8.5
8.8

16.1

3
【労働時間】
・過度な長時間労働の防止に取り組んでいる

基本
（必須）

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の審査員
の活動に中で、各企業に訴え、指導します。

8.5
8.8

4
【外国人労働者】
・外国人労働者に対する差別、人権侵害がないことを確認している

基本
（必須）

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の審査員
の活動に中で、各企業に訴え、指導します。

4.4
8.7
8.8

10.2
10.3

5
【労働安全衛生】
・作業中の事故等を防ぐため、安全で衛生的な労働環境の整備に取り組んでいる

基本
（必須）

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の審査員
の活動に中で、各企業に訴え、指導します。

3 8

6
【メンタルヘルス】
・労働者のメンタルヘルスを良好に維持できるように対策に取り組んでいる

基本
（必須）

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の審査員
の活動に中で、各企業に訴え、指導します。

3

7
【ダイバーシティ経営】
・多様な人材（女性、外国人、障がい者、高齢者等）が、十分に活躍できる環境
の整備に取り組んでいる

基本
（必須）

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の審査員
の活動に中で、各企業に訴え、指導します。

5.1
5.5

8.5
10.2
10.3

8
【人材育成】
・適切な能力開発、教育訓練の機会を従業員に提供している

基本
（必須）

【予定】
環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の審査員
の活動に中で、各企業に訴え、指導します。

4 5.5 8 9

9
【公正な待遇】
・雇用形態に関わらず、同一労働同一賃金等の原則に沿って対応している

基本
（必須）

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の審査員
の活動に中で、各企業に訴え、指導します。

5.5 8.5
10.2
10.3

10
【健康経営】
・従業員への健康投資による生産性の向上等に取り組んでいる

チャレンジ
（任意）

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の審査員
の活動の中で、健康への配慮、及び安全への配慮など
の思いやりが生産性を上げることを、ドラッカのマネジメ
ントのあり方の指導を通じて、理解を深めてゆきます
”マネジメントの父”と言われピーター・ドラッカはアメリカノ
企業コンサルの中で、鉄を生産する熔鉱炉の危険な作
業が多い職場に対して、安全で健康維持のために、労
働災害ZEROを訴えた企業が、働く人たちが安心が増
し、生産性を上がった例をあげています。
健康投資も働く人達への安心を与え、働く事への生き
甲斐となり、労働意欲となり、生産性が上がる様になる
ということです。

3 8

11
【廃棄物】
・廃棄物の管理を適切に行い、適切な処理に取り組んでいる

基本
（必須）

【予定】

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の審査員
の活動に中で、各企業に訴え、指導します。
特に廃棄物は減らし、リサイクルできるように指導しま
す。廃棄物の分別をし、有益化できるようにします。

11.6 12 14.1

12
【エネルギー・温室効果ガスの現状把握】
・自社のエネルギー使用量、温室効果ガス排出量を把握している

基本
（必須）

【予定】

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の審査員
の活動に中で、各企業に訴え、指導します。
エコアクション２１の認証には、認証企業の使用するエ
ネルギーは全てCO2に換算され、ムダなエネルギーへ
の対策は具体的に立て対応します。

7.3 　 13

13
【省エネ・温暖化対策の計画・取組】
・自社の温室効果ガスの排出量を把握し、排出の抑制に取り組んでいる

基本
（必須）

【予定】

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の審査員
の活動に中で、各企業に訴え、指導します。
エコアクション２１の認証には、認証企業の使用するエ
ネルギーは全てCO2に換算され、ムダなエネルギーへ
の対策は具体的に立て対応します。

7.2
7.3

12.4 13.3

14
【有害化学物質】
・法令等で規制されている有害化学物質を把握し、使用量の抑制及び適切な使用
に取り組んでいる

基本
（必須）

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の審査員
の活動に中で、各企業に訴え、指導します。
エコアクション２１の認証で、化学物質などには、安全
データーシート（SDS)管理が義務付けられています。
毒物・劇物に関してはSDSｗｐ管理補完し、鍵を付けた
ケースに保管し、安全管理することが徹底されていま
す。

3.9 6.3 11.6 12.4

SDGs達成に向けた具体的な取組（要件２）【R5.11.30変更】
主なSDGs（17ゴールと169ターゲット）関連項目

（様式第３号）

人
権
・
労
働

【非該当】
の場合

選択入力

【予定】の
場合

選択入力

NITTA環境経営事務所

項
目
番
号

カ
テ
ゴ
リ

チェック項目
取組
レベル

具体的な取組
（県などの取得認証があれば、併せて記載）

(【非該当】を選択した場合こちらには理由記載)

環
境

＜作成時のお願い＞

● 作成前に「作成マニュアル」を必ずお読みいただき

● 黄色に塗りつぶされている項目は入力必須項目ですので、入力漏れがないか必ずご確認ください。

＜作成後について＞

新規申請・更新申請、それぞれ対応方法が異なりますので、下記方法にてご対応ください。

■『新規申請』の皆さま

Excelのまま、申請フォームへ添付してください。

■『更新申請』の皆さま

本シートをPDFに変換いただき、ポータルサイトマイページ上よりアップロードしてください。

＜「具体的な取組」について＞

・「取組レベル」の「基本」項目は全て入力必須です。

において記載時点で取り組んでいる内容について具体的に記載してください。

・「取組レベル」でチャレンジとしている項目については任意入力ですが、既に取り組んでいるもの（または、今後

取り組む予定のもの）があれば積極的に記載してください。

・「具体的な取組」には、チェック項目に関する具体的な取組を記載するほか、取組に関連する国際機関、国、

県、市町村等の認証・認定等を取得している場合は、できるだけその旨を併せて記載してください。

・登録後は年１回以上の進捗管理に合わせて、状況を更新し県に報告してください。県に報告いただいた進

捗状況については、速やかに公表させていただきます。

・「具体的な取組」については、公表することを踏まえ、具体的かつ企業

てください。



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

15
【生物多様性】
・自社活動が生物多様性や生態系に悪影響を及ぼさないよう配慮している

基本
（必須）

長野県地球温暖化防止活動推進員、及び環境カウンセ
ラーとして、農業の不耕起栽培の普及（農薬、化学資料を
極力使用しない）を図り、農地の生態系を守り、大地に地球
温暖化の原因になるC（炭素）を固定化して、温暖化を防止
する活動を、講演会講師として訴えます。

6.6 15

16
【３Ｒの推進】
・リデュース、リユース、リサイクルに取り組んでいる

基本
（必須）

【予定】
環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動に中で、各企業に訴え、指導します。
この考えは基本で重要です。

13 14.1

17
【水の管理】
・水資源の利用状況を適切に管理し、利用効率の改善に取り組んでいる

チャレンジ
（任意）

【予定】

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動に中で、各企業に訴え、指導します。
エコアクション２１の認証企業は水道水どの水の
使用量は毎月管理して、ムダの無いようにしています。

6.4
6.6

18
【環境マネジメントシステム】
・ISO14001、エコアクション21または同等の環境マネジメント規格を取得してい
る

チャレンジ
（任意）

【予定】
環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動に中で、各企業に訴え、指導します。

3.9 6 7 12 13.3 14 15

19
【環境情報開示】
・環境の取り組みに関する情報を正しく開示している

チャレンジ
（任意）

【予定】

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動に中で、環境経営レポートとして、
エコアクション２１の中央事務局の公式ホームページに
開示されます。

12.6

20
【再生可能エネルギーの利用】
・再生可能エネルギーの利用に取り組んでいる

チャレンジ
（任意）

【予定】
環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動に中で、各企業に訴え、指導します。

7.2 13

21
【天然資源の持続的利用】
・天然資源の持続的利用に配慮した調達に取り組んでいる

チャレンジ
（任意）

【予定】

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動に中で、各企業に訴え、指導します。
企業の使用するエネルギーの剪定、及び高効率
機器の選定、及び使用方法の対策を指導します。

12.2 13 14 15

22
【汚職・贈収賄防止】
・汚職・贈収賄を禁止する方針を掲げ、社員に周知している

基本
（必須）

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動に中で、各企業に訴え、指導します。
この問題は、エコアクション２１の認定基準の中に
盛り込まれています。

16
16.5

23
【公正な競争】
・不正競争行為に関与しない方針を掲げ、社員に周知している

基本
（必須）

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動に中で、各企業に訴え、指導します。

16

24
【知的財産保護】
・知的財産の保護に取り組んでいる

基本
（必須）

特に中小企業の製造業に対しては、エコアクション21
の審査の中で、製品・製造技術・ノウハウ・デザインなど
の特許・商標取得は訴えている。

8.2
8.3

9

25
【個人情報保護】
・個人情報を適切に管理している

基本
（必須）

個人情報保護法に基づき、個人情報の目的外利用は
禁止するように対応します。

  16

26
【紛争鉱物】
・紛争鉱物を取り扱っていないことを確認している

チャレンジ
（任意）

【非該当】
「スズ・タンタル・タングステン・金」に関する企業への
接触は無いtと考えています。

16

27

【サプライチェーン管理】
・サプライヤー、事業パートナー等と、人権侵害の防止、生物多様性や生態系へ
の悪影響の防止、倫理面での適切な対応（ハラスメント・汚職・贈収賄防止）に
ついて認識を共有し、共に取り組んでいる

チャレンジ
（任意）

【予定】

オープンイノベーションの「技術・知識・アイディアの源泉
と活用を社外（自組織の外）に求めることによって、イノ
ベーションを興し、成果を得ること」ですが、事業者に直
接、及び間接的に関係する業者と、連携してサプライ
チェーン上の課題、対策、簡略化などを、DX技術も含
めて考察し、事業パートナーとしての信頼、人権尊重を
実現できるように、マネジメントシステムの一環として、
経営者たちと話し合います。

5 8 10 12 13 14 15 16 17

28
【パートナーシップ構築宣言】(R5.9.5～追加）
・中小企業庁等が推進する「パートナーシップ構築宣言」を作成・公表している
■パートナーシップ構築宣言サイト：https://www.biz-partnership.jp/

基本
（必須）

【非該当】

NITTA環境経営事務所は個人事業主ですので、
「パートナーシップ構築宣言」は作成致しません。

3 8 9 10 17

公
正
な
事
業
慣
行

環
境

主なSDGs（17ゴールと169ターゲット）関連項目
【予定】の

場合
選択入力

項
目
番
号

カ
テ
ゴ
リ

具体的な取組
（県などの取得認証があれば、併せて記載）

(【非該当】を選択した場合こちらには理由記載)
チェック項目

取組
レベル

【非該当】
の場合

選択入力

＜「主なSDGs（17ゴールと169ターゲット）関連項目」

チェック項目に対する標準的なターゲット番号を記載しています。適宜自社の取組に合わせて変更いただいても

構いません。



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

29
【製品・サービスの安全性】
・製品・サービスの安全性を確保するための仕組みを構築している

基本
（必須）

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動に中で、各企業に訴え、指導します。
具体的には、製品安全管理態勢として、「事業者が製
品安全に関する方針・目標、組織体制、しくみ・
ルール・基準等を定め、適切な取組・運用管理・啓発
等が実施され、製品安全確保が実現可能な状態」にな
る組織づくりをします。。

3.9 12.4

30
【品質保証】
・品質のよいモノやサービスを提供するための仕組みを構築している

基本
（必須）

品質の良いモノやサービスとは下記の対応が考えられ
、モノの価値がより高まる効果があり、特に中小企業の
経営者にマネジメントの一環としてアドバイスします。
　　　〈サービスには下記があります〉
🔴モノを提供するサービス　🔴情報を提供するサービス

🔴快適を提供するサービス
　サービスの提供が、事業者の意識の向上、経済面で
のプラス、企業の信頼性の向上につながることを理解
すべきです。

9

31
【環境配慮】
・環境に配慮した製品の開発・設計に取り組んでいる

チャレンジ
（任意）

【予定】
環境に配慮した製品の開発・設計への取り組みは、エ
ネルギー効率の向上、リサイクル製品の開発、地球温
暖化防止上からも大きな価値ある取組です。

6 12 13 14 15

32
【社会課題解決】
・社会課題を解決する製品・サービスの開発・展開に取り組んでいる

チャレンジ
（任意）

【予定】

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動に中で、各企業に訴え、指導します。
社会課題の解決への貢献は、企業の信頼性を高め、
地域の信頼を高めることができる。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

33
【地域への配慮】
・自社事業が地域に与える影響を把握し適切に対応している

基本
（必須）

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動で、事業者の環境方針の中で、地域
の様々な課題への貢献を、行動で示すことを誓って
いますので、事業者の信頼の獲得のために必要であ
る。

4 9 11 12 14 15 17

34
【社会貢献活動】
・寄付、ボランティアなど社会貢献活動に積極的に取り組んでいる

チャレンジ
（任意）

【予定】
環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動に中で、地域の草刈り、花植え等で
地域貢献がなされていて、更に応援をします。

4  11 14 15  17

35
【地域資源】
・地域資源を積極的に利用（地消地産、地産外商）している

チャレンジ
（任意）

【予定】

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動に中で、地球温暖化防止の立場から
、商品の輸送によるエネルギー防止の観点から、極力
　地産地消が大事であることをアドバイスします。

8 9 11 12 13  

36
【内部管理体制】
・経営理念及び経営目標を社内で共有している

基本
（必須）

【予定】

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動に中で、基本として、EA21では認証
企業は環境方針と具体的活動方針を環境経営ﾚﾎﾟｰﾄ
の中で示すことがマネジメントの運営基準で決められて
いて、時代の変化、課題発生に対応して追加・変更
することになっています。

8 9
に具
体
的に

17

37
【法令遵守】
・法令遵守の考えが社内に浸透し、法令を確実に遵守する体制・仕組みを構築し
ている

基本
（必須）

【予定】

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動に中で、事業者の業務内容に該当
する環境法規の一覧表を作成し、守られtリるかの
評価を、毎年することになっています。
違法があｒば、審査人が指摘して改善する対応をしま
す。

16

38
【組織体制】
・企業活動が社会・環境に及ぼす影響に対応する担当、専門部署などの体制を整
備している

基本
（必須）

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動に中で,事業者の環境マネジメント
システムの中で、組織体制、各部門の活動内容、
の責任体制、事務局、部門責任者が明確になっ
ています。

16

39
【ステークホルダーとの対話】
・ステークホルダー（※）との対話により、自社の活動がステークホルダーに及ぼ
す影響を把握し、適切に対応している（※利害関係者：消費者、投資家等及び社会全体）

基本
（必須）

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動に中で、事業者の環境経営レポートを
作成し、その内容を、利害関係者であるステーク
ホルダーにオープンにすることになり、事業の内容を
知って頂くと同時に、お互いの対話と信頼を確立する。

16 17

40
【リスクマネジメント】
・リスクを特定、評価し、マネジメントするプロセスを整備している

チャレンジ
（任意）

【予定】

リスクマネジメントとして、事業者の事業内容によlって
、将来の予想できない危機管理として、BCP(事業継
　続計画）で緊急事態への対応策を立て対処するよ
　うにアドバイスします。このBCPの計画の立て方は
　中小企業庁のHPで示されています。

16

41

【社会的責任】
・ＣＳＲ（Corporate Social Responsibility：企業の社会的責任）の考えに基
づき企業活動が社会・環境に及ぼす影響に対して、責任を持った対応に取り組ん
でいる

チャレンジ
（任意）

【予定】

環境マネジメントシステムの活動は、企業の社会的
責任を重視した活動であり、環境経営レポートはEA21
中央事拠局のHPに誰でも見ることができるようになり、
社会との情報交換が可能になっています。

16  

42
【事業継続】
・事故や災害などの発生における事業継続計画を立案している

チャレンジ
（任意）

【予定】
　BCP(事業継続計画）で緊急事態への対応策を立
　て対処するようにアドバイスします

9 11
13

13.1
16

43
【事業承継】
・事業承継に関する検討・対策を行っている

チャレンジ
（任意）

【予定】
環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の
審査員の活動に中で、組織の継続への対応を
アドバイスしていきます。

8 9 17

【予定】の
場合

選択入力

製
品
･
サ
ー

ビ

ス

【非該当】
の場合

選択入力

項
目
番
号

チェック項目
取組
レベル

具体的な取組
（県などの取得認証があれば、併せて記載）

(【非該当】を選択した場合こちらには理由記載)

主なSDGs（17ゴールと169ターゲット）関連項目

社
会
貢
献
・

地
域
貢
献

組
織
体
制



上記以外で設定した取組項目

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

陸
の
豊
さ
を

ｼﾞｪ
ﾝ

ﾀﾞｰ
平

自
然ｴ
ﾈﾙ
ｷﾞｰ
を
み
ん
あ

具体的な取組

〇 この「要件２」は、ISO26000（※１）、RBA（Responsible Business Alliance）（※２）行動規範等を参考に、非財務情報（SDGsの観点で市場・社会から期待される基本的な事項）について整理し作成
〇 「SDGsとの関連性」については、各項目について、169のターゲットに直接的に当てはまる場合は黒字、　間接的（結果として）に寄与する17ゴールが当てはまる場合は、赤字で番号を記載
〇 企業が県へ申請する際には、チェック欄へのチェックとあわせ、「具体的な取組」へ取組内容を記載
　※１…組織の社会的責任に関する国際規格　　　※２…労働環境、製造プロセスの環境負荷に対する責任を持っていることを確認するための規定

日本の農業政策として、地球温暖化防止の炭素（C)固定につながる、不耕起栽培の普及をしま
す。
SDGｓの15番目の目標です。陸の豊かさを守ろう。

ＳＤＧｓ５のジェンダ平等を実現しよう。女性が働きやすい、男女平等な機会を与え、日本経済
が国際的に認められる、優れた国への進化と誇りが持てる国にします。

独自に設定したSDGsに資する取組

SDGs7のエネルギーをみんなに、ソシテクリーンにを達成するために、ペロブスカイト、及び
カルコパイライト太陽発電（薄膜状で建屋の壁など、どこでも取り付け可能）の拡大への応援を
する。また、一般市民の皆様に地球温暖化を深く理解し、何をすれば良いかを訴えます。

【記載留意事項】

・「取組レベル」の「基本」の項目のすべてに「具体的な取組」が記載されていることが登録の必須条件となります。なお、今回の宣言に合わせて、今後、取組む予定のものであっても、その取組を「具体的な取組」を記載いただければ登

録が可能です。（今後、取り組むものについては、「具体的な取組」の前の【予定】を選択入力してください。）

・【非該当】欄については、「チェック項目」が事業形態上（個人事業主等）、該当しない場合に選択入力し、その理由を「具体的な取組」欄に記載してください。

・「具体的な取組」には、チェック内容に関する具体的な取組を記載するほか、取組に関連する国際機関、国、県、市町村等の認証・認定等（※）を取得している場合は、できるだけ、その旨を併せて記載してください。

（※職場いきいきアドバンスカンパニー認証制度、女性の活躍推進企業知事表彰、男女共同参画推進県民会議表彰、障がい者雇用優良事業所等表彰、信州豊かな環境づくり県民会議表彰、長野県技能評価認定制度、ＮＡＧＡＮＯものづくり

エクセレンス認定、信州福祉事業所認証・評価制度、信州リサイクル製品認定制度、信州の環境にやさしい農産物認証制度、長野県原産地呼称管理制度、信州おもてなし大賞、えるぼし認定、循環型社会形成推進功労者表彰、森林認証制

度、森林CO2吸収評価認証制度、長野県県産材CO2固定量認証制度、消防団協力事業所表示制度など）

常識となっている生活習慣や考え方を勇気を持って変革
し、家庭の習慣、社会の変革をなし、経済も発展するよ
うにします。

日本が原料のIn（インジウム）の入手が可能で、今後の
自然エネルギーを得られる大きな希望のあるソーラー発
電で、日本の大いなる拡大を応援したい。
地域に地球温暖化対策をする、具体的な行動と深い理解
を与え尽くします。

農業の不耕起栽培が生態系を維持し、炭素を大地に
固定し、作業も楽になる農法を、自身も実践し成果を訴
えます。


